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　小学校就学後に学習の つ まずきが 予想 された年長幼 児 2 名を対象に、読み をは じめ

とする学習 にかかわ る認知能力を促進 させ 、学習へ の 構えを形成する こ とを目的 とし、

COGENT プ ロ グ ラ ム をペ ア学習の 形態で実施した 。 その 結果、い ずれの 児も、ひ らが

な単文字読み 、読み の 基礎的能力、PASS にお ける継次処理の得点が上昇 した 。 こ の

こ とか ら、COGENT プ ロ グラ ム を介 した指導が読みの 基礎的能力の 向上や 、認知処理

過程を調 える こ とに寄与 した もの と推 察され た 。 こ れ は 、 読み をは じめ とする学習困

難の リ ス ク児 に と っ て 、 本プ ロ グ ラ ム を用 い た指導が有効で あ る こ とを示す もの と考

え られた 。 加えて、本研究で はペ ア学習で指導を実施 し、各児がお 互 い を意識 しなが

ら、相手か ら課題 を遂行す るた め の 手が か りを見つ け た り、モ デ ル に する様子が見 ら

れ た 。 また、自発的に 問題を出し合う様子 も見 られ、対象児間の 相互作用 も学習を促

進 した要 因の 1つ として考 えられた 。

キ
ー ・

ワ
ー ド　幼児　認知教育　知能の PASS理論　ペ ア学習

工．問題 と目的

　学童期の 児童 に お い て は 、 「勉 強が楽 し い 」、

「勉強が わか っ た」 とい っ た学業満足感が 、学

校 へ 通 う意義を見出 して 楽 しく学校生 活を送る

こ とが で きるよ うな学校生活適応感 に影響 を与

える こ とが示唆 され て い る （渡邉 ・前川 ，2011）。

一
方で、注意欠陥／多動性障害 （attention −deficiti

hyperactivity　disorder：ADHD ）は、認知 、 学業、

社 会性 な ど広範囲に影響 を及ぼ し （Biederman ，

Faraone
，
　Milberger

，
　Guite，　Mick ，

　Chen ，　Mennin ，

Marrs，　Ouellette，　Moore ，　Spencer，　No   an
，
　Wilens，

1）筑波大 学 大学院人間総合科学研 究 科

2）常 磐短 期 大学 幼児教育保育学科

3）川口 短期 大学 こ ど も学 科

4）茨城県 立 鹿島特別支援学校

5） 筑 波 大学人間系

6）元 筑波大学人 間系

Kraus，＆ Pel血 ，
1996）、幼児期に は、就学 に 必要

な レ デ ィ ネ ス の 形成困難、学童期には、学習機

会の 損失や学業困難、集団か らの孤立 等の 問題

が生 じやす い と され る （上林 ，　2009）。 幼児期に

適切 な支援が受け られ な い 場合、就学後の 学習

面や 生活面 で の 問題が 大 き くな り、 二 次障害へ

と発展す る可能性 も考え られ る （渥美 ・笹森 ・

後上
，
2010）。 これ ら の こ とか ら、幼児期 より就

学を見据えた学習 の 準備状態を形成する こ とは

重要で あ る。 また、小学校 の 教科学習全般 は、

読み を媒介 と して進め られ る た め 、 読み の 習得

は特に 重要で あ り、幼 児期 にお け る読み の レ

デ ィ ネス の 形成 も同様に重要で ある と考 え られ

る。また、O
’
　Connor，　Fulmer，

　Harty　and 　Bell（2005）

は 、 幼児期に読み 困難の リス ク児に対する早期

か らの 継続 した指導が 、 就学後の 読み 能力を向

上 させ たこ とを報告 してお り、読み 困難の リス
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ク児 に 対す る 就学前か らの 早期支援が有効で あ

る こ とを示唆 して い る 。

　幼児を対象と した 、 読 み をは じめ とす る学習

に関わる認知能力 を促進 させ るプ ロ グ ラ ム と し

て、cognitive 　enhancement （COGENT ）プ ロ グ ラ

ム （Das ，
2004）が ある 。 COGENT プ ロ グ ラ ム は、

知 能 の Planning，　Attention，　Simultaneous，　and

Successive　processes （PASS ）理 論に基づ い た 、

読み の 準備 プ ロ グ ラ ム で あ り、 読み の 背景 にあ

る認知能力 、 言語能力、音韻認識 などに焦点を

当て 、読み に 関す る レ デ ィ ネス の 構 築を 目的 と

して い る （Das，2009）（Table　1）。 プ ロ グ ラ ム の

主な対象は 、 小学校低学年の 定型 発達児 に加 え 、

幼 児や 読み 困難の リ ス ク児 も含 まれる 。 また、

プ ロ グ ラ ム に 含まれ る 各課題の 遂行にあた っ て

は、教 師が 直接 的に方略 を教 える こ とはせ ず、

教師あるい は子 ども同士 の相互 的なや りと りの

中で 、 子 ども自身が各課題で 目的 とされ て い る

ル ール や 原理 を発 見 し、それ に基づ い て方略や

プ ラ ン ニ ン グ を用 い る こ と を期待 す る （Das，

2009）。こ の よ うな認知や プ ラ ン ニ ン グに 焦点

を当て た指導は 、 認知教育 （cognitive 　education ）

と呼ばれ （Ashman ＆ Conway
，
1997）、 実践が な

され て きて い る 。 その 中 で 、 COGENT プ ロ グ

ラ ム を用 い た実践の 効果は、国内外で報告され

て い る 。 Das ，　Hayward ，　Samantaray　and 　Panda

（2006）は、社会 的 に不利 な状況 に お か れ た 4

歳 か ら 7 歳 ま で の 11名の 子 ど もた ち に 対 し、

COGENT プ ロ グ ラ ム を実施 した 。 対 象 児 は、

学習や 読み に困難を示す可能性の ある子 ど もの

ほか 、学習や情動 、 注意の 問題 をもつ 子 どもも

含 まれ た 。 その 結果 、 単語の 読み の得点が 上 昇

し、PASS の 認知処理 過程にお け る向上 も見 ら

れ た 。 Hayward ，　Das　and 　Janzen（2007）は、小学

3 年生 の 読み 困難を伴うア ボ リジ ニ の 子 ど もた

ち を対象に COGENT プ ロ グ ラ ム を実施 した と

こ ろ 、 単語お よび非単語の読み 、 空欄補充の 課

題 に お ける 成績が 向上 した こ とを報告 して い

る 。 日本 に お い て は、 中山 （2009） に よ り、

COGENT プ ロ グ ラ ム の 日本 語版 が作 成 さ れ、

実践が な され て きて い る 。 例 えば、小学校 1年

生の 通常学級に お い て 、 こ の プ ロ グ ラ ム を適用

した と こ ろ 、 標準読書力診断テ ス トの 得点の 上

昇や 読書量の 増加 と い っ た効果が報告 されて い

Table 　1　 COGENT の 課題構成

モ ン ユ
ール 焦 点 必要 とされ るス キル 概要

モ ジュ
ール 1　 　 行動抑制，行動 の 自

｛握 りましょ う，言 己調整，選 択 的 注

い ましょう）　　 意，注 意，同時 処理

モ ジュ
ール 2

（聞 きましょう，
言い ましょ う）

継次処理

注意，命 名ス ピード，
視 覚 的弁 別，内 言

注 意，構 音ス キル．音

韻定位，聴覚弁別，音
韻意識，作業記憶

絵 を見た り，単語ある い は非単語 を聞い て，ル ー
ル に合 わ せ て ボール を

握 っ た りt 握らなか っ た りして反応 す ることが 求め られ る。最初は 運動反

応の み，次 に運 動 反応 と言語反応，最終 的には反 応前の 刺激の 処理が
増 えた状 態で ，運動反応をするこ とが 求 め られ る。

聴覚的弁別，音韻 意識 及び作 業 記憶 に焦 点を 当て て い る。一連の 単語
や 音 に反 応 する よう求め られるが，系列の 長さ，速 さ，音韻弁別の複雑
さ，処理すべ き刺激の 数に よっ て，次 第に困難 な課題 となる。

モ ジ ュ
ール 3

（おか しな関係）理，継次処理

モ ジ ュ
ール 4

〔名前あ そび ）

プラ ン ニ ン 茗 同時処

継次処理

論理，動詞，単語 の 連

合，文 法，理 解，順 行

／逆 行，下渉，語彙，
作 業記憶

類 推．，作 業記憶，言語

化，音韻意識

文 構 造 を理 解 する ことに 焦点が あて られ て い る。言語教 示に対して 物を
配 置 した り，質問に 答えた りするこ とか ら始 まり，物語の 理解 や創出，形
容詞や前置詞の 理 解，ル ー

ル に応 じた命名をするこ とで 言語的な作業記

憶を促進 させ るc

音 韻意識を伸ばす こ とに焦 点 が 当て られて い る 。単語の 語頭音と語尾 の

同定や そ れ に 対する 反応が求め られ るが，次第 に，音節の結合や モ ー
ラ

削除，音 韻に関するル ール に 基づ く実行が 必要 とされる ようになる。

モ ジ ュ
ー

ル 5
（色，形，文 字）

継次 処 理 自動化，命名ス ピー
ド，作業記憶，色と形

へ の 注意，色・形 ・物
の 命名

命名する際に ス ピードが 速 くなっ たり自動化 を高めた りすることで，色，
形，文字に対する認知能力を高め ることが 目的とされる 。 最初は色，形，
単文字 などの

一
つ の 特徴 に対 して ，命名するが，徐 々 に命 名ス ピードや

項 目数 を増や して い く。最終的には，二 つ の 特徴 か らなる項 目の 命名に

おい てス ピードや項 目数を増や して い く。
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就学後 に学習の つ まず きが 予想 され る 幼児に 対する COGENT プ ロ グ ラ ム を用い た 指導の 効果

る （平井 ・新 島 ・中山 ，
2009）。

　COGENT プ ロ グラ ム は、上記で 示 した先行

研 究 の よ うな小集団 で の 実施が 可 能 で あ る

（Das，2004）。 こ の ような小集団における協同学

習は 、相互 的なや りとりの 中で問題解決 を行 う

こ とで 、問題解決の た め の 方略 を習得す る こ と

が 可能で あ り、また、や りと りを通 じて 、方略

が外化 され 、

一
人で学習 を行 うときに も方略へ

の注 目が高め られる こ とが示唆され て い る （瀬

尾 ・植阪 ・市川 ，
2008）。

　そ こ で本研究 で は 、 就学後に読み をは じめ と

す る学習の つ まず きが予想 される幼児 2 名を対

象 に 、 COGENT プ ロ グ ラ ム を用 い た 指導が 、

学習へ の 構えを構築 し、読み をは じめ とす る学

習 にかかわ る認知能力を促進 させ る こ とがで き

る か 検討 した 。 あ わせ て 、 COGENT プ ロ グ ラ

ム における小集団実施の効果を検討す るため 、

本研 究で は 、
ペ ア 学習の 有効性に つ い て も検討

した 。

皿．方法

　 1 ．対象児

　小学校就学後に学習の つ まず きが予想 され る

幼児 2 名 （以下 A 児 、 B 児）を対象 と した 。 指

導 開始時の 対象児の 様子 をTable　2 に示 した。　A

児は、父 、 母、A 児、妹 の 4 人家族で 、 指導開

始時 5歳 10か 月の 男児で あ っ た 。 A 児 は 、 3 歳

時検診 に おい て 小児科医よ りADHD を疑わ れ 、

C 大学 の 教 育相談 に来室 した 。 A 児 は 、 指導開

始時に 、 保育園の 5 歳児ク ラス に在籍してお り、

園で は 、 集団で の 指示が 通 りに くい こ とに加え、

落ち着 きが な く、教室か ら飛 び出 して しま うこ

と も指摘 され て い た 。 家庭で は 、 車か ら降りる

ときに 飛び出 して しまうこ とや 、何度注意 され

て も行動が修正 され に くい こ と、うま くで きな

い こ とがあ る と 、 め そめ そ して ふ さ ぎ こ んで し

まうこ とが挙げ られた 。 加えて 、 A 児 は週 1 回

の 頻度で 幼児向けの学習塾 に も通 い 、 主に 読み

書 きと数 につ い て の 指導を受けて い た 。 文字や

数にふ れ る機会が多 く、 何度 も同 じ こ とを教え

られ て い る の に もかか わ らず、定着 しづ らい こ

とも報告され た 。

　B 児 は 、 母、B 児の母 子家庭で 、 指 導開始 時

は 5歳 7 か月の 男児で あ っ た 。 B 児は、幼稚 園

の 5 歳児ク ラ ス に 在籍 して お り、園で は、A 児

と同様に、集団で の 指示の 通 りに くさや落ち着

きの な さが指摘され て い た 。 その ため 、 医療機

関を受診 した とこ ろ、多動性障害の 診断を受け

た 。 保護者 は 、 診 断と同時に B 児に対 して 、 服

薬 も勧 め られたが 、 服薬 へ の 抵抗が 強 く、 教育

的なか か わ りの 中で で きる こ とを考えた い との

要望か ら C 大学 の 教育相談に来室した 。 指導開

始時の 様子 として、家庭で は 、 多弁 で あ り、 言

動が乱暴 なこ と 、 「違 う」 と言 われる と怒 っ て

しまうこ とが挙 げ られ た 。 また、読 み 書 きに 関

しては 、家庭 で 市販の ドリ ル や 通信学習教材等

Table　2　対象児に お ける指導開始時 の 様子

対象児 家 庭 で の 様子 園での 様子 読み 書 き等 の 様 子

A児　 ・
車か ら降 りた とき，飛び 出す　　

・落ち着 きが ない

・何度怒ら れ て も同じこ とをす る　・集 団で の 指示が 通 りに くい

・文 字 や 数 概 念 が定 着 しに くい

・単文字は 読め る が，単語 に な

る と読め ない

・
うまくい か ない とめ そめそ する

B児 　 ・車 の 中 で しゃべ り続ける

・言葉づ か い が 乱暴

・違 うと言 われ ると怒 る

・落ち着きがない

・集団で の 指示が 通 りにくい

・
うまくい か ない と手が 出る

・
字は書くが ，

ム ラが 大きい

・
身近な人の 名前 に含 まれ る

文 字 に つ い て 読 め る
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を用 い
、 数の 学習 をした り、字 を書 い た りす る

こ と もあ っ たが 、 取 り組み に ム ラが あ り、学習

に対 して 、 継続 して取 り組むこ との 難し さが う

かが えた 。

　 2 ．アセ ス メ ン ト

　主訴に関連して 、対象児の 読み書 きの 状態 な

らび に 認知 的背 景 を詳細 に把握す るため 、（1）

ひ らが な単文字読み テ ス ト、（2）幼児 ・児童読

書力テス ト、（3）DN −CAS 認知 評価 シ ス テ ム を

それ ぞ れ個別に実施 した 。 ア セ ス メ ン トの 結果

を以下 に示す （Table　3，
　Table　4 の プ レ テ ス トを

参照）。

　（1）ひらがな単文字読 みテ ス ト ：ひ らが な単

文字読み テ ス トで は 、 ひ らがなの 清音お よび濁

音 ・半濁音が 1 字ずつ 書かれたチ ッ プを 1枚ず

つ ラ ン ダ ム に呈示 し、 書か れ た文字を声に出 し

て読み 上げる よ う求め た 。 テ ス トは清音 46字、

濁音 ・半濁音 25字全て に つ い て実施 した。

　その 結果 、 A 児 は 、 清音 43字、 濁音 ・半濁音

15字 、 B 児 は、清音 23字、濁 音 ・半 濁音 1 字

を読むこ とが 可能で あ っ た 。 特に B 児は 、 自分

や 身近な人 の 名前に 含 まれ る文字に つ い て は 、

読む こ とが で きて い た 。

　（2）幼児 ・児童読書力 テ ス ト ：幼児 ・児童読

書力テ ス トは 、 読み や読み の 学習の 基礎 となる

力を評価す る こ とが で きる と考 え られて お り、

「語の 理解」、「図形の 弁別」、「音節 の 理解」、「音

節 の 抽 出」、「文字の 認知」、 「文 ・文 章の 理解」

の 6領域 か ら構成 されて い る 。 そ れ ぞれ の 領域

の 得点は 、 各年齢群の 子 どもの 標準化デ ータを

もと に した段 階点 （平均 3）に換 算 され 、 全体

的な得点は 、 読書力偏差値 （平均 50）と して算

出され る 。 い ずれ も値が 大 きい ほ ど成績が よ い

こ とを示す 。 特に 「語の 理解」、「図形 の 弁別」、

「音節の 理 解」、 「音節 の 抽出」 は、 読み の基礎

的能力 を反映する とされ （辰巳 ， 1964）、 その 中

で も特 に 「音節の 理解」、「音節の 抽出」 は音韻

認識能力 を評価 で きる もの と考え られ て い る

（藤野 ，2006）。

　各児の 結果に つ い て述 べ る と 、 A 児 は、読み

の基礎 的能力に関 して 、 「語の 理解 」 と 「音節

の 理解」の 得点が年齢相応 の 得点の 平均よ りも

低か っ た 。 特 に 「音節の 理解」で は 、 何度 も単

語 を繰 り返 し て い た もの の 、 音節数を数 える こ

とが難 しい 様子 であ っ た 。 また 、 主訴に も挙げ

られ て い る よ うに、ひ らが な の 清音は ほぼ読 め

て い る の に もかか わ らず、「文字の 認知」や 「文・

文章の 理解」 と い っ た単語や文章 の 読みが 求め

られた場合 には、逐次読み で、十分に意味を把

握する こ とが難 し く、 途中で 直感的に選択肢 を

選択する様子が うか が えた 。

　B 児 もまた 、 A 児 と同様に、「音節の理 解」の

得点が低 く、ど の よ うに音節数を数えた らよ い

の かわか らな い 様子で あっ た 。 また 、 「文字 の

認知」や 「文 ・文章の 理解」 の 得点 も低か っ た 。

B 児 は単文字 の 習得 が十分で は なか っ たた め 、

単語や 文を読むこ とが難 し く、 あて ず っ ぽ うに

選択肢 を選ぶ 様子 も見受け られ た 。

　 （3）DN −CAS 認知評価シ ス テ ム ：い ずれの 児

も、2 日 に分けて 実施 した 。 A 児 は、5 歳 10か

月時に実施した 。 結果は 、プラ ン ニ ン グ 83 （90％

信頼 区間 77−93）、同時処理 105 （9T112）、注 意

91 （84−101）、継次処 理 66 （62−77）、 全 検査 81

（77−87）で あ っ た 。 同時処理の 得点は継次処理

の 得点に比 べ て 有意 に高か っ た が 、同時処理 に

含 まれ る 3 つ の 下位検査の 得点 の 平均 との 比 較

か ら、聴覚的な言語情報 に よ り全体的な空間関

係を と らえる 「関係 の 理解」の 得点は有意に 低

くな っ て い た 。 また 、 プ ラ ン ニ ン グの 得点は 、

統計 的な有意差 は認め られ ない もの の 、やや 低

めの 得点で あ っ た 。 プ ラ ン ニ ン グの 検査 課題 に

お ける方略評価は 、 検査者に よ り、年齢相応 の

方略を用 い て い た こ とが観察 されたが、A 児が

自分で用 い た方略 をこ とばで報告する こ とは難

しい 様子が うかが えた 。 こ れ ら の 結果か ら、 A

児は非言語的なパ タ
ー

ン や 空間関係の 理解 は良

好 で あるが 、順序 に基づ い て 記憶 す る こ とや 、

聞い て記憶した もの を再構 成す る こ とが 求め ら

れ る よ うなワ ーキ ン グメ モ リの 弱さが ある もの

と考え られた 。 特に 集団で の 指示 の 入 りに くさ

や何度怒 られて も同 じこ とをす る こ と、読み書

きにお ける定着 の しづ らさは、継次処理 の 困難
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さや言語的な同時処理の 困難さに起 因 して い る

可能性が推察され た 。 また 、注意の得点は、年

齢相応 で ある もの の 、 日常 の 関わ りの 中で は、

不注 意さや 多動が 目立つ こ とか ら、 検査場面等

の 統制 され た状況で は、注意を コ ン トロ ール し

やす い 可能性が考え られ た 。

　B 児 は 、 5 歳 7 か 月時に 実施 し た。結 果 は、

プ ラ ン ニ ン グ 79 （90％信頼区間 74−89）、 同時処

理 104 （96−111）、注意95 （87−104）、 継次処理 68

（64−79）、 全検 査 82 （78−88）で あ っ た 。 A 児 と

同様 に 、 B 児 もまた同時処理 の 得点が継次処理

の 得点 に比 べ て 有意に高か っ た 。 プ ラ ン ニ ン グ

の 得点は 、 統計的な有意差は見 られない もの の 、

や や低 い 得点で あ っ た 。 プ ラ ン ニ ン グの 課題 に

お ける方略評価 は 、 検査者による観察か ら、年

齢相応の 方略 を用 い て い た こ とが示 されたが 、

自分で用 い た方略 を言葉で 伝える こ とは難しい

様子 で あ っ た 。 また 、 B 児 は、注意の 下 位検査

問の ば らつ きが 大 きく、課題が 始 ま っ てか ら検

査者 に話 しか けるな ど、取 り組み に ム ラが ある

様子 もうかがえた 。 さ らに 、 継次処理の 下位検

査で は、自分で 答えを言っ て い る うちに 、 教示

を忘 れて しま うこ とがあ っ た 。 こ れ らの 結果か

ら 、 B 児は 、
パ ター ン や 空間関係の 理解は 良好

で あるが 、順序 に 基づ く記憶 の 難 しさや 、 注意

の コ ン トロ
ール の 難 しさが推察 された 。 B 児 に

関する主訴の うち 、 集団で の 指示の通 りに くさ

や 落ち着 きの なさ 、 多弁で ある こ と、ム ラが大

きい こ となどは、一定の 時間、必 要なこ とに注

意を向 け 、 不必 要なこ と に 注 意 を 向けな い と

い っ た注意の コ ン トロ
ール の 難 しさに 関連する

もの と考 えられ た 。

　以 上 の ア セ ス メ ン トよ り、い ずれの 対象児 も

注意の コ ン トロ ール や継次処理 な どの 読み 書き

に 関連 した機能にお ける困難さがあ る もの と推

察 され、さ らに認知面で の ア ン バ ラ ン ス さ も大

きい こ とか ら 、 就学後の 学習面や生 活面で の 困

難さ に？ なが りやす い 可能性が 考え られた 。

　 3 ．課題

　本研 究で は 、 日本語 版の COGENT プ ロ グラ

ム （中山，2009）を用 い た 。 プ ロ グ ラ ム は5つ の

モ ジ ュ
ール か ら構成 されて い る （Table　l）。 プ

ロ グ ラ ム に含 まれ る課題の 詳細は Table　5 に示

した 。 各モ ジ ュ
ール は、 それぞれ ll〜 17の 課

題が あ り、そ れぞ れ の 課題の 中に は 1 〜 6 の 小

課題 が含 まれ る 。 また、各 モ ジ ュ
ール は 、 2 つ

の パ ー トに分か れ てお り、本研 究で は、主 に絵

や 写真 などが刺激と して用 い られ る パ ー ト 1 を

実施 した後 、 絵や イラ ス トに加 え 、 単文字や単

語 とい っ た文字刺激が用 い られる パ ー ト2 を実

施 した （中山 ，
2009）。 プ ロ グ ラ ム で 使用 される

刺激 は 、 対象児に と っ て 具体的で 親 しみ の ある

事物や 名称 に変更 して 用い た 。 特 に文字刺激は 、

対象児の単文字の 習得状況や興味 に基 づ き、対

象児の 名前に含まれる文字 を中心 に用 い た 。 プ

ロ グ ラ ム の 実施に あた り、 対象児の 認知特性や

主訴、興味等を考慮 して 、モ ジュ
ール 1、3、4

か ら実施 した。

　 4 ．手続き

　X 年 6月 〜X ＋ 1年 8 月 （3 月 〜 5月 は休 止 ）

の 期 間に 、 月 1 〜 2 回の 頻度で 、A 児 とB 児 に

よ る ペ ア 学習 を全 12回実 施 した 。 日程調整が

難 し い 場合は 個別指導 と し、個別指導は A 児 3

回、B 児 5 回をそれぞ れ実施 した 。 指導は 、　 C

大学の プ レイ ル ーム に て行い 、

一
回の 指導は約

1時間 と した 。 指導期間 中は 、 対象児に宿題 等

を課す こ とはな く、 家庭や学校 に お い て 本研究

と同様の 指導や 課題は行われ なか っ た 。

　指導で は、予定表を用 い 、対象児が見通 しを

もっ て活動に取 り組 め る ように した 。 加 えて 、

各セ ッ シ ョ ン にお ける 各課題 の 取 り組み 前後

に 、 ふ りか え りの 時間を設け 、 各児 が 、 や っ た

こ とをこ とばで 説明す る機会 を設定し、自分 の

取 り組ん だ活動や そ の 中で用 い た方略につ い て

意識化させ た 。 ふ りか えりの 中で は 、 取 り組 ん

だ活動や 、その 中で の 自分の や り方 を話す よ う

促す とと もに 、 必要 に応 じて 、 さりげな く補足

した 。 また、指導 の 中で は 、 正誤の 評価だけで

な く、途中の プ ロ セ ス も評価 し、で きて い る と

ころ に つ い て は、 賞賛した。なお、基本 的な指

導体制は 、メ イン テ ィ
ーチ ャ

ー （main 　teacher：

MT ）が 全体の プ ロ グ ラ ム の 進行役 とな り、 各
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対 象 児 に 1 名ず つ サ ブ テ ィ
ー チ ャ

ー （sub

teacher ：ST）を配置 した 。
　 ST は、各児が指示や

活動 の 内容 に つ い て 、 理解 して い るか 、 個別に

確 認す る とともに 、 必要に応 じてそ れ ぞれ の 児

に対 し、視覚的な手が か り等 を用 い た援助 を

行 っ た。

　 5 ．指導経過 と分析

　指導の 効果 を検討す るため に、指導終了後に

指導開始前 に実施 した、ひ らが な単文字読み テ

ス ト、 幼児 ・児童読書力テ ス ト、DN −CAS 認知

評価 シ ス テ ム を再 度実施した 。 あわせ て 、 各モ

ジ ュ
ー

ル に含 まれる 課題 の 達成状況に つ い て 、

対象児 ご と に、「独力 で 達成」、「友達の 言動 を

ヒ ン トに独力で達成」、「教師か らの 援助が必要」

の い ずれ かで ラベ リ ン グ した 。 こ の ような各課

題 の ラ ベ リ ン グに基づ い て 、 各 モ ジ ュ
ール の 達

成度 を算出 した。

　 さ らに、小集団指導の 各セ ッ シ ョ ン にお い て 、

各モ ジ ュ
ール の 取 り組み前後に実施 した、ふ り

か え りの 活動 における発話の 分析も行 っ た 。 発

話 分析 は 1〜 12回の 小集団指 導 の セ ッ シ ョ ン

の うち、ビ デ オ記録 が不十 分 で あ っ た 6、7、

11回 目の セ ッ シ ョ ン を除外 して 行 っ た 。 発話

分析 は、ビデ オ記録 を手がか りとし、発話者が

変 わ っ た 際に分割 し、1発 話 と した 。 発 話は 、

  「課題関連 ・自発 （課題 に 関連 して 自発的に

発せ られた発話）」、  「課題関連 ・
友達 の言動

を参考 （友達の 言動を参考に した課題に 関連 し

た発話）」、  「課題関連 ・その 他 （課題 に 関連

し て い るが 、 ふ りか え りで はな い 発話）」、  「課

題無関連 （課 題に 関係の ない 発話 ）」  「そ の

他 （ 
〜

  の い ずれ に も該当 しな い 発話）」 に

カテ ゴ リ分類 した 。

皿．結果

　 1 ．ひ らが な単文字読み テ ス ト

　A 児 は、清音 46字 、 濁音 ・半 濁 24字 を読 む

こ とが可 能で あ り、 B 児 は、清音 46字、濁音 ・

半濁音 25字全 て を読 む こ とが で きて い た 。 い

ずれ の 児 もポ ス トテ ス ト時が就学後 とい うこ と

もあ り、読める ように なっ た文字数が増大 した

（Table　3の ポ ス トテ ス トを参照）。

　 2．幼児 ・児童読書カテ ス ト

　い ずれの 児 も、 読み の基礎的能力は 、 年齢相

Table　3　対象児に おける指導前後 の読み に 関する 評価 の 変化

評価項 目

　　　 A 児　　　　　　　　 B児

プ レ テス ト ポス トテス F　 プ レ テス ト ポス トテス ト

実施年齢 　　　　　　　　　　　　　5歳 11か 月

単文字読み テス ト （正答 数 ）

　 　　　 　　 　　 　 清音 （全46字）　　 43

　　　　　　 濁 音・半濁 音 （全 25字）　　 15

幼児児童 読書力テス ト（評 価 点 ， 偏差 値）

　 　　　 　　 　   語 の 理解 　　　 　　2

　　　　　　　   図形 の 弁別 　 　 　 4

　 　　　 　　 　   音節の 理 解 　　 　　 2

　 　　　 　　 　   音節の 抽出　　 　　 4

　 　　　 　　 　   文 字 の 認 知 　　　　 2

　 　　　 　　 　   文
・
文章の 理解 　 　 2

　　　　　　　　　 読書力偏 差値　　 47

7歳 7か 月　　 5歳 9か 月　　7歳 3か月

64」
42

44554359

231

　

　

　

　

　

　

5

432322　

　

　

　

　

　

4

ρ
0

「
D42

43544561

  語 の 理解
…

口 頭で 提示 され る質問 に合 っ た絵 を選 択 する （具体的な名称や範疇語 を含 む）。
  図形 の 弁別 ・・類 似 した 図形の 選択 肢の 中か ら，見本 と同

一
の 図 形を選 択 す る。

  音節の 理 解
・
見 本の 絵 と同 じ音節数の 絵 を選 択する 。

  音 節の 抽 出 ・・
見 本の 絵 と同じ語頭音 の絵 を選択 す る。

  文 字の 認 知 ・・ひ らが なで 書か れ 単語の 類似 した 選択肢 から，絵 に合 っ たもの を選択する。
  文の 理解

…
文章 を読んで ，文章に合 っ た 絵を選 択肢 か ら選択する。
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応 の 平均以上 の 得点 で あ っ た 。 「文字の 認識」、

「文 ・文章の 理解」 に つ い て 、 A 児 は単語 を逐

次読みで 読ん でお り、単語や文の 読み に対する

負荷が高 い 様子が うかが え た 。 「文 ・文章の 理解」

で は、A 児 は 、 教示文の 全て を読まず、文の 最

初 に線 を引 い た り、文の 最初の 単語や 、 文 中に

出て きた 単語の拾 い 読み を して 、それ らを組み

合 わせ て 答えを推測 して い た 。 また、文を読む

よ りも先に選択肢 を見て 、 選択肢 にあた りを つ

ける な ど、答え を導 くために 、 読み の 苦手 さを

補 うよ うな方略 の 使用 が観察さ れ た 。 B 児 は 、

単語や 文章の 読みが 、正確か つ 流暢で あ り、読

み の 困難 さは見受け られ なか っ た （Table　3の ポ

ス トテ ス トを参照）。

　 3．DN −CAS 認知評価システ ム

　A 児 は、7歳 6 か 月時 に 2 回 目を 実施 した 。

結 果 は、 プ ラ ン ニ ン グ 81 （90％ 信頼 区間 75−

91）、同時処理 102 （95−109）、 注意 91 （84−101）、

継次処理 75 （70−85）、全検査 83 （78−89）で あ っ

た 。 同時処理の 得点に比 べ て継次処理の 得点が

低 い とい っ たパ タ
ー ン は 前 回 の 結 果 と同様 で

あ っ た 。

一
方、前回 に比 べ 、統計的 に 有意 な上

昇で は ない もの の 、継次処理 の 評価点が上昇 し、

全体の ア ン バ ラ ン ス さが小 さ くな っ た。 また、

前回 と同様 に同時処理に含まれ る 「関係の 理解」

の 落ち込み が見 られ たが 、 統計的な有意差 は見

られ なか っ た 。

　B 児 は 、 7 歳 2 か 月 時 に 2 回 目 を実施 し た 。

結果 は、プ ラ ン ニ ン グ 79 （74−89）、同時処理 96

（89−104）、注意 102 （93−109）、継次処理 91 （85−

99＞、 全検査 88 （83−94）で あ っ た 。 前回の 結果

と比 べ て 、継次処理の 得点が前 回の 結果か ら予

想 され る得点 よ りも有意 に上昇 した た め 、 同時

処理 と継 次処理 の 得点に有意差 は見 られ な く

なっ たが、プラ ン ニ ン グ の 得点が 有意に低 い 結

果であ っ た 。 （Table　4の ポ ス トテ ス トを参照）。

Table　4 対象児に お ける 時間経過 に 伴 う認知 プ ロ フ ィ
ール の 変化

評価項目

　　 　 A 児　　　　　　　　 B児

プレテス ト ポス トテス ト　プ レ テス ト ポス トテス ト

　　 実 施 年齢

（PASS ，全検査標準得点 ）

　 　 　 　 　プランニ ング

　　 　　 　 同時処理

　　 　　 　　　 注意

　　 　　 　 継次処理

　　 　　 　　 全 検査

5歳10か月　　7歳6か月　　5歳7か月　　7歳2か 月

83105

（S）

9166

（W ）

81

81　　　　 79　　　　 79 （W ）

102（S）　　　　104（S）　　　 96

91　　　　 95　　　　102

75 （W ）　　 68 （W ）　 91 ※

83　　　　 82　　　　 88

　 （下位 検 査 評 価 点）

プ ラン ニ ング 数の 対探 し

　 　 　 　 　 文字 の 変換

　 　　　 　系列つ な ぎ

　 同時 処 理 関係 の 理 解

　 　　　 　関係の 理 解

　 　 　 　 　 図形 の 記憶

　 　 注意 表出の 制御

　 　 　 　 　 　 数 字探 し

　 　　　 　　 形 と名前

　継次処理 単語 の 記 憶

　 　　　 　 文の 記 憶

　 　　　 　 発 語の 速 さ

886127

（W ）

139710464

4 （W ）

89118128810756

68611101112

（S）

97645

6771198129107910

（S）PASS 標準 得点あ るい は各 領域 の ド位検 査 に お ける 評価点の 平均 よりも有意に 高い

（W ）PASS 標 準得点あるい は各領域の 下位検 査 にお ける評 価 点 の 平 均 よりも有意に低 い

※ 時間 経過 に よる変化が有 意に 大 きい
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　 4 ．プロ グラム 全体の課題達成状況

　Fig．1、　Table　5 に各対象児 にお ける各モ ジ ュ
ー

ル の 達成状況 お よ び 各モ ジ ュ
ール に含まれ る課

題 の 達成状 況に つ い て 示 した。 A 児 における各

モ ジ ュ
ール の 達成状況は、独力で達成で きた課

題 が 60〜93％ と モ ジ ュ
ー

ル に よ っ て ば らつ き

が見 られた 。 A 児 は 、 独力で は達成が難 しい 課

題で あ っ て も、B 児の 言動 をヒ ン トに して達成

する こ とが で きた 課題 が 8 〜20％ あ っ た 。

一

方、B 児 は い ずれ の モ ジ ュ
ー

ル に お い て も約

80％ は、独力で 達成す る こ とが ロ∫能で あ っ た 。

以下 にそれ ぞれ の モ ジ ュ
ール に お ける 課題遂行

の 様子に つ い て述べ る 。

　 （1）モ ジ ュ
ール 1 ：A 児は、カ

ー
ドの カ テ ゴ

リ分類や、提 示 され たカー ドに対 して 正確に 運

動反応 を遂行する こ とが可能で あっ た 。

一
方で 、

1．6や 1．9の よ うに 、 運動反応 と言語反応 の 両方

が求 め られ た場合 、 運動反応 は正確 に 遂行で き

るが 、 言語反応 を忘れて しまうこ とが多 く見 ら

れ た 。 そ の 場合に は 、B 児の 言動を ガ イ ドと して 、

言語 反応 を行 っ て い る様子が うか が えた 。 B 児

は、提示 され た カ
ー

ドに対応 した運動反応 およ

び言語反応が 可能で あ っ たが 、 1．8に お い て カ ー

ドを 2 つ の カテ ゴ リに分類す る こ とが求め られ

た際 に 、 自分の や り方を切 り替える こ とが難 し

く、ル ール に従 っ て行 うこ とが 難 しか っ た。

　 （2）モ ジ ュ
ール 2 ：A 児は単語 や音 節 を聞 い

て 、 それが音韻的 に類似 した もの で あ っ て も、

聞 き分 ける こ とが 可 能で あ っ た 。

一方 、 2．10〜

2．13の よ うに、複数の ル ール を保持 しつ つ 、か

つ 特定 の 場所で ル
ー

ル を変更する こ とが求め ら

れ た場合に は、課題 遂行前後に、ル ール を言語

化で きて い た た め 、 ル ール の 理 解 は十分で あ っ

た と考 えられ るの に もかかわ らず 、 ル ール 変更

後の 課題遂行が 困難で あ っ た。モ ジ ュ
ー

ル 1 と

同様 に 、 A 児は 、
　 B 児の 遂行 がガ イ ドとなっ て 、

課題 を達成する こ とが可能で あ っ たが 、 B 児 は、

課題遂行 に 困難を示 さなか っ た 。

　 （3）モ ジ ュ
ール 3 ：A 児 は 、 モ ジ ュ

ール 2 と

1司様 に、3．9〜 3．11と い っ た ル ール に基 づ く命

名にお い て 、
ル ール 変更後の 命名 に 困難 を示 し

たが 、B 児 の 遂行 が ガ イ ドとな っ て 、 課題を達

成す る こ とがで きた 。

一方、B 児 は、課題遂行

に困難 を示 さなか っ た。

　 （4）モ ジ ュ
ール 4 ：A 児 は 4．7 〜4，9の モ

ー
ラ

削除課題 にお い て 最 も困難 を示 した 。 視覚的な

乎が か りと して 、 空 白の マ ス を用 い て 、 削除す

る 文字の 場所を考 えた り、手で 隠 した りしなが

ら、課題 を遂行 した 。 その 中で A 児は、自分に

とっ て有益 な手が か りに 自分で 気づ くこ とが で

き、モ ー
ラ削除 の 課題 の 実施にお い て は、自発

的に空白の マ ス を要求 した 。 また 、 こ れ まで の

モ ジ ュ
ール と同様に 、 ル ール に基づ く命名に お

い て ル ール 変 更後 の 命 名 に 困 難 を示 し たが、
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Fig．1　対象児 に おけ る各モ ジ ュ

ール の 達成状況
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就学 後 に学習 の つ まずきが 予 想される 幼児に 対する COGENT プ ロ グ ラ ム を用 い た 指導の 効果
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B 児の 遂 行が ガ イ ドと なっ て 、 課題 の 達成が 可

能 で あ っ た 。 B 児 もA 児 と同様 に 、 4．7〜 4．9の

モ ー
ラ削除課題 にお い て最 も困難 を示 した 。 課

題 開始当初は A 児 と同様の 空 白の マ ス を手が か

りに して い たが 、マ ス が な い ときは代 わ りに 自

分 の 指 を使 うこ とで 、 3文字で構成 され た単語

の モ ー
ラ削除が可能で あ っ た 。

　 （5）モ ジ ュ
ール 5 ：A 児は、B 児 に 比 べ て 絵

や 文字 の 命名ス ピ ー
ドは ゆ っ くりで ある もの

の 、 B 児の 言動を参考に した方略や 早 く読むた

めに単文字をまとめ て 読 もうとする な どの 方略

が観察され た 。

一
方で 、 B 児 は、課題遂行に 困

難 を示さなか っ た 。

　 （6）プ ロ グラ ム 実施中の 全体的な様子 ：課題

の 達成 は全 体的 に A 児に 比 べ て B 児 の 方が 早

か っ た Q また、A 児は、答えがわ か っ て い て も、

言 葉にする まで に時間がかか る一方で、B 児 は

だ しぬ け に答えて し まうこ と もあ っ たが 、お 互

い の 言動が ガ イ ドにな っ て 課題 を達成する様子

も見られ た 。 また指導経過の 中で 、 課題 に慣れ

て くる と、子 どもが 「じ ゃ あ 、 ○○ だ っ た らど

うなる ？」 とい うよ うに 自発的に 問題 を出 し合

う様子 も観察され た 。

　 5 ．発話分析

　発話分析 の 結果を Fig ．2 に示 した。分析の 結

果、い ずれ の児も課題前後 の ふ りか え りの 際に 、

課題 関連の 発話 を自発的に行っ た割合が最 も多

か っ た 。 総発話数や発話数 にお ける内容の 割合

につ い て は、セ ッ シ ョ ン の 回数や モ ジュ
ール に

よ っ て ば ら つ きが 見 られ た 。 特 に 、 A 児にお け

る 各モ ジ ュ
ー

ル の 課題無 関連発 話が 見 られ た

セ ッ シ ョ ン は、「友達 の 言動 を ヒ ン トに 独力で

達成」ある い は 「教 師か らの援助に よ り達成」

に ラ ベ リ ン グ され た 課題 遂行が 含 まれて い た 。

一
方、B 児に お い て は、発話分析 と課題達成状

況 における関連が見 られ なか っ た 。

N ．考察

　 1．就学後に学習へ の つ まずきが 予想 され た

　　幼児に対 する COGENT プロ グラムの有用性

　本研究で は 、 就学後に学習困難が予想 される

幼児を対象に、読み をは じめ とす る学習 に関す

る認知能力を促進 させ 、 学習 に対する 構 えを形

成 す るこ とがで きるか確認す る こ とを 目的 に、

COGENT プ ロ グ ラ ム を実施した 。 指導後には 、

い ずれ の 児にお い て も、読め る ように な っ た ひ

らが なの 単文字の 数が増え、また、幼児 ・児童

読書力 テ ス トに おける音韻や読み の 基礎 とな る

力 に 関す る得点 が 向上 し、さ らに、PASS にお

ける継次処理 の 得点が 上 昇 した 。

一・
方で 、 A 児

にお い て は COGENT プ ロ グラ ム 終了後 も、読

み 困難が 残 っ たが 、 幼児 ・児童読書力テ ス トで

も見 られた ように 、本人に と っ て 負荷の 高 い 状

況 に置か れ た ときに、効果 的な方略 に よっ て、

そ れ を補償しよ うとす る様子が 見 られた 。 これ

らの こ とか ら、 COGENT プ ロ グ ラム の 実施が 、

対象児の 認知処理 過程を調 え 、 学習 に対す る構

えを形 成す る こ とに効 果が あ っ た と考えられ

た 。

　Das　 et　 al．（2006）は、　 COGENT の望 まし い 実

施方法 と して 、 48セ ッ シ ョ ン を含む 6 か 月以

上 の 長期的な指導を提案 して い る 。 本研究で は 、

1 年以上 に及 ぶ 長期的な指導で はあ る もの の 、

月 1 〜 2 回の 少な い 頻度 で の 実施で あ っ た 。 し

か しなが ら、指導の 結 果 と して 、COGENT で

目的 とされ て い る 読み の 基礎 的な能力 の 向上 と

と もに、特 に B 児で は継次処理の 得点が統計学

的に有意に 上昇す るな ど、認知的な背景に も影

響を及 ぼすこ とが確認 され た。本研究で 用 い た、

読みの 基礎的能力や 認知処理過 程の 評価 に は、

標準化 され た同年齢群 と の 相対的な評価 を用 い

て お り、こ れ ら の 評価点や標準得 点の 上昇は、

有意な変化 と して と らえる こ とが で きるこ とか

ら、こ の こ と は 、 本研究 にお け る、COGENT

プ ロ グ ラ ムを介 した指導の 効果として 考える こ

とが で きる だ ろ う。

　近年 、 ADHD とLD を併せ もつ 子 どもた ちに

対する算数指導に お い て 、 プラ ン ニ ン グや 方略

を指導す る介入が有効で ある こ とが 示され て い

る （lseman ＆ Naglieri
，
　2011）。 本研究で は、特

に A 児にお い て 、 読みの 場面で効果的な方略 を

用 い 、読み の 負荷 を 、 十分で は な い もの の 、 あ
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Fig．　2　各セ ッ シ ョ ン の 各モ ジ ュ ・・一ル に おける課題開始前後の ふ りか え り時の 発話分析

る程度 、 軽減させ て い る様子が うか が えた 。 こ

の こ とは 、 COGENT プ ロ グ ラ ム を通 し て 効果

的な方略の 利用が 有益で ある こ と を学習 し、プ

ロ グ ラ ム 以外 の 場面にお い て もそれ を活用 した

結果で ある と考 えられた 。 しか しなが ら、こ の

よ うな結果は、DN −CAS 認知評価 シ ス テ ム にお

けるプ ラ ン ニ ン グ の 得点の 向上 にはつ なが らな

か っ た 。 プ ラ ン ニ ン グは、動機や 目的がある こ
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とで 生成 され る （Das ，
　Kar，＆ Panila，1996）。　A

児 に と っ て 困難iな読 み に 関連 した COGENT を

用 い た 活動場面で は 、 ある程度負荷が高い こ と

に加 えて、本人の 興味の ある刺激等を用い た こ

とに よ り、方略や 効果的な方法 を利用す る とい

う点にお い て 、 目的や動機が明確で あ っ た こ と

が考 え られる 。

一方で 、 プラ ン ニ ン グ の 検査場

面 で は 、 効率的な方略を十分に使用 しな くて も

課題そ の もの を遂行で きる もの もあ り、 A 児に

とっ て 、そ の よ うな目的や 動機が 明確に な りに

くい 状況であ っ た ため、プラ ン ニ ン グ の 得点に

は直接的に反映 され な か っ た可能性 もあるか も

しれない 。

　 さ らに 、 A 児 にお い て は、　 DN −CAS 認知評価

シ ス テ ム の プ ラ ン ニ ン グ の 下位検査 に おけ る方

略の 報告に つ い て、こ とばで説明する こ とは難

しか っ たが、ふ りかえ りの 活動時に、独力で 達

成で きた もの に 関して は、自発的な課題に 関連

した発語が 見 られ た 。 こ の こ とか ら 、 自分の で

きて い る こ とを中心に 、 や っ たこ とや 方略を言

語化させ 、 意識化 さ せ る こ とは有効で ある と考

え られ た。B 児に お い て も、就学後の 学習 困難

が 予想 されたが 、 プ ロ グ ラ ム を実施す る中で、

文字 に興味 を示 し、看板や部屋 にある文字に つ

い て 、「何て 読むの ？」と尋ねる頻度が増大 した 。

こ れ は、COGENT プ ロ グ ラ ム を介 した指 導が

直接的に ひ らがなの 読み を指導 して は い な い も

の の 、 文字へ の 興味や読み に 関連 した学習を促

進 させ る こ と に 寄与 した結果 と して 考 える こ と

が で きるか もしれな い 。

　 2 ．児の 困難 さに対する援助 としての ペ ア学

　　習の効果

　本研究の ペ ア 学習は基本 的に は、子ど も
一

教

師 （それ ぞれの ST または MT ）間の 相互作用 を

通 じて進め られた 。 本研究で は 、 それぞれの 児

に ST を 配置 し、各児 に合 わせ て 課題 を実施 し

た 。 また、ペ ア 学習の 形態を と っ たこ とで、い

ずれの 児 もお互 い を意識 し、 独力で は困難 であ

る こ とも他児の 言動を参考に課題遂行や言語化

が 促された結果 と なっ た 。 こ れ らは、子 ど も
一

子 ど も間の 相互作用 に よ り、個別指導とは異な

る質の 帰納的な学習の 機会が 確保され 、 児が お

互 い に相手の 児 から手がか りや 新 しい 知識を得

て 、 自分 の 行動 を変化 させ て い くよ うな協同学

習 （丸野 ・加藤 ，2000）に つ なが る 機会で あ っ

た と考え られ た 。 また 、 教師一
子ど もの 間の や

り取 りか ら子 ど も一子 ども間へ の や り取 りへ と

変遷が見 られたが、こ れ は本研究にお い て 、 教

師 との や り取 りが足場づ くりと して の 役割を果

た してお り、 それを実際 に子 どもが子 ども同士

の 学習の 中で活用 し修正 して い くよ うな学習過

程 を反映 した可能性 も推察され た 。

　 3．今後の課題

　本研究の 対象児が就学 した後、B 児は 学習 の

つ まず きは見 られず、小学校で うまく適応で き

て い る 。

一
方、A 児は 、 読みの 基礎 的能力 の 向

上や 、読み の 場面で 負荷 を軽減 させ る よ うな方

略 の 使用が 見られ た もの の 、 同年齢の 子 ど もた

ちの 読み の 発達 に追 い つ くこ とは難し く、特に 、

読みの 流暢性 にお い て は課題 が 残 っ た 。 定型発

達児 にお い て、読み速度の 熟達 は 、 正確性 に比

べ て 習熟する まで に時 間がかか る こ とが 示唆さ

れ て い る こ とか らも （春原 ・
宇野

・
朝 日 ・金子 ・

粟屋
，
2011）、 流暢性 を高め るた め には 、 月 1 〜

2 回の 指導で は、十分 に学習が習熟する に は至

らず 、 学習機会が不十分で あ っ た こ とが 1 つ の

要因 と して考 え られ た 。 また、COGENT プ ロ

グ ラ ム で は 、 実際に文字 を使 っ た り、文字を読

ん だ りする ような活動 は少 な く、読み の 基礎的

な能力を実際の 読 み に つ なげ るた め の 指導が 十

分で は なか っ た こ と も影響 して い る可能性も考

えられた 。 今後 、 特に A 児に 対しては 、 学習が

十分 に習熟 で きるよ うな学習機会 の 頻度 に留意

し、A 児の 読み の 基礎 的な能力の 向上 と読み そ

の もの とを橋渡しする 課題を含む PASS 　Reading

Enhance　Program （PREP ）（Das
，
1999）等を用 い

て 、 継続 した読み の 指導を行う必 要が ある もの

と考 えられた 。
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The  Efficacy of  the COGENT  Program  in Pre-school

 Children with  High-risk for Learning  Disabilities
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 and  Hisao MAEKAwne

 The purpose ofthe  present study  was  to explore  the ethcacy  of  the COGENT  program  on  promoting

of  cogriitive  abilities  and  constructing  readiness  about  reading  in two  pre-school boys with  high-risk

for learning disabilities. As a result, the abilities of  the kana reading,  the basic skill  on  reading  and

successive  processing on  PASS  cognitive  processing were  irnproved. These results  suggest  that the

COGENT  program  was  a  usefu1  remediation  program  fbr children  with  high-risk of  learning

disabilities.

 In this studM  we  introduced the pair learning. The participants were  inspired by the behavior each

other, And  they were  questioned the problem each  other.  So, we  considered  the interactions between

partieipants were  also facilitated the learning in this program.

Key words:  pre-school children,  cognitive  education,  RASS  theory ofintelligence,  pair learning
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